
 

９月１日 「防災の日 関東大震災から学ぶ」 
 

今から、約 100年前の９月１日、関東地方を中心に大変大きな地震が起きま

した。ちょうどお昼の時刻に起きたので、ご飯の支度をしていた家庭が多く、

火事がたくさん起きてしまいました。地震による倒壊、津波、そして火事によ

って 10万人以上の方が亡くなってしまいました。 

この、関東大震災が起きた９月 1日を「防災の日」として、大きな地震が起

きた時にどうしたら良いか、また日頃の備えはどうしたら良いかをみんなで考

えて、準備をしていきましょうという日に指定されました。 

さて、皆さんは、大きな地震が起きたらどうしますか。まずは、身を守るた

めに机の下にかくれたり、倒れそうなところから離れたり、自分の頭を守った

りしますね。もし、そばで火を使っていたら、「火を消して」と言って大人の人

に火を消してもらいましょう。高学年の人は、理科や家庭科で火の取り扱いを

学習しているので、安全を確認して自分でさっと火を消しましょう。 

次に、皆さんのお家で大きな地震が起きたらどうしますか。お家の人と話し

合いや確認をして、お家で大きな地震が起きた時にどう行動したら良いか、お

家の人と考え、練習しておくと良いでしょう。避難所で生活をすることになる

かもしれません。その時のことも話し合っておくと良いでしょう。子どもだか

ら、大人の人に任せておけばいいやと思っている人もいるかもしれません。そ

ういう人は、いざという時に身体が動かず逃げ遅れます。子供でも自分で考え

て行動することに慣れておくと、いざという時に頭の回転が速くなり、身体が

良く動きます。そのことは、自分だけでなく大人を助けることにつながります。 

今後、関東地方を中心に大きな地震がくる確立は、30 年のうち 70％と言わ

れています。かなり高い確率です。9月 1 日の「防災の日」を迎え、改めてい

ざという時に備えておきましょう。また、地震だけでなく、防災ということか

ら、雷や暴風、ゲリラ雷雨など、様々な気象変動から起こる災害にも気を付け

ていきましょう。 

次に２学期が始まり１週間が過ぎました。生活リズムは戻ってきましたか。

健康に気を付け、暑さに負けない体力を作っていきましょう。 


